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寄
贈 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

○
福
祉
基
金
へ

十
万
円　

磯
野　

進
様
（
北
向
田
）

十
万
円　

川
崎　

輝
様
（
馬
頭
）

○
奨
学
基
金
へ

十
万
円　

藤
田
和
夫
様
（
和
見
）

○
教
育
文
化
基
金
（
図
書
館
）
へ

十
万
円　

藤
田
和
夫
様
（
和
見
）

○
図
書
館
へ

十
万
円　

益
子
和
也
様
（
久
那
瀬
）

十
万
円　

川
崎　

輝
様
（
馬
頭
）

図
書
「
涼
宮
ハ
ル
ヒ
の
憂
鬱
⑫
巻
」

　
　
　
　

友
田
哲
也
様
（
馬
頭
）

○
馬
頭
広
重
美
術
館
へ

一
万
二
千
円
二
百
円

　

な
の
英
十
五
周
年
記
念
ゴ
ル
フ

　
　
　

参
加
者
一
同
様
（
白
久
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
振
興
基
金
へ

二
万
円　

益
子
和
弘
様
（
健
武
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
34
回
）

十
万
円　

藤
田
和
夫
様
（
和
見
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
へ

八
千
円　
　

匿
名
（
４
３
３
回
）

十
万
円　

國
安
隆
夫
様
（
吉
田
）

一
万
五
千
百
七
十
五
円

　
　
　
　

眞
島
良
子
様
（
小
川
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
へ

十
万
円　

福
田
光
男
様
（
谷
川
）

三
万
六
千
四
百
二
十
六
円

　

ほ
の
ぼ
の
営
農
集
団

　
　

代
表
岩
村
文
郎
様
（
松
野
）

　国民年金の第１号被保険者で、年間60日以上農業に従事する60
歳未満の方は、誰でも農業者年金に加入できます。
　（注）農業者年金に加入される方は、国民年金の付加年金（月額
400円）への加入も必要となります。
　保険料は月額２万円～６万７千円（千円単位）で自由に選択、状
況に応じていつでも見直せます。一定の要件を満たす方は、政策支
援として月額４千円～１万円の保険料補助があります。
　支払った保険料の全額が、社会保険料控除の対象となり、所得
税・住民税の節税につながります。
　年金は原則65歳から受け取ることができます。また、80歳まで
に死亡した場合でも、80歳までに受け取れるはずであった老齢年
金の現在価値に相当する額が、死亡一時金として遺族に支給されま
す。
問い合わせ　農業委員会　☎0287－92－1185

　栃木県では、青少年の健全育成を図るため、「栃木県青少
年健全育成条例」や「青少年プラン」に基づき、「家庭の
日」の取り組みなど、各種施策を推進してきました。
　しかし、今日、地域や家庭の教育力低下が問題視されてい
ることから、大人が子どもを育てる役割と責任を果たしてい
くための具体的なものを分かりやすく示し、取り組んでいく
ことが必要です。
　そこで、心豊かでたくましい青少年を育むために、大人の
自覚と行動をより一層促し、子どもを健全に育てていく基本
理念や行動指針として、平成22年２月に「とちぎの子ども
育成憲章」を制定しました。

農業従事者の皆さん！農業者年金に加入しましょう

　町と農業委員会では、12月～
１月を農地パトロール月間とし、
町内の全地域を対象に農地の利用
状況調査を実施します。
　農業委員が中心となって農地の
パトロールを行いますので、農家
の皆さま方には、調査のご理解と
ご協力をお願いいたします。

問い合わせ
農業委員会  ☎0287－92－1185

農地パトロール
（利用状況調査）
の実施について

「とちぎの子ども育成憲章」

時
雨
る
る
や
土
間
に
古
び
し
掛
時
計 

矢　

又　
　
　
　

星　
　

幸
子

空
の
色
映
し
て
濃
ゆ
き
野
菊
か
な 

小　

砂　
　
　
　

藤
田　

マ
ス

若
者
の
売
り
声
高
し
新
秋
刀
魚 

松　

野　
　
　
　

青
木　

俊
蓉

秋
の
虫
コ
ー
ヒ
ー
党
は
眠
れ
な
い 

久
那
瀬　
　
　
　

堀
江　

直
子

空
の
群
青
極
め
尽
し
て
鷹
渡
る 

小　

川　
　
　
　

和
泉
す
み
を

野
仏
の
顔
ひ
と
そ
ぎ
に
那
須
野
分 

谷　

田　
　
　
　

荒
井　

大
作

つ
ば
く
ろ
は
事
な
く
巣
立
ち
ぬ
穀
二
つ
雀
の
攻
撃
ま
ぬ
が
れ
た
ら
し

 

和　

見　
　
　
　

小
高　

歌
子

高
台
の
校
舎
を
照
ら
す
没
り
日
濃
し
嗚
呼
山
峡
に
深
ぶ
か
と
秋

 

馬　

頭　
　
　
　

西
宮　

定
子

朝
あ
さ
の
卵
一
個
の
タ
ン
パ
ク
質
に
億
個
の
細
胞
支
え
ら
る
る
や

 

馬　

頭　
　
　
　

佐
藤　

節
子

幾
年
も
実
を
拾
う
幸
受
け
て
き
し
栗
の
古
木
を
伐
る
と
決
意
す

 

小　

川　
　
　
　

古
澤　
　

實

望
ま
ぬ
に
毎
夜
目
覚
め
る
午
前
二
時
ラ
ジ
オ
の
深
夜
便
で
も
聞
こ
う

 

三　

輪　
　
　
　

石
澤
千
代
子

赤
松
の
枝
の
剪
定
に
余
念
な
き
庭
師
の
先
は
冬
の
青
空

 

吉　

田　
　
　
　

塚
原　

タ
イ

睨
ん
で
も
子
供
は
知
ら
ず
悪
さ
す
る 

谷　

田　
　
　
　

岡
崎　

友
子

夢
に
出
た
名
句
寝
床
に
置
き
忘
れ 

大　

内　
　
　
　

郡
司　

正
幸

酔
い
ど
れ
の
夫
の
愚
痴
に
生
欠
伸 

大
山
田
下
郷　
　

佐
藤　

有
紀

割
り
込
み
が
周
囲
の
目
か
ら
追
い
出
さ
れ 

小　

川　
　
　
　

平
澤　

照
雄

睨
ま
れ
て
い
る
な
路
線
を
外
さ
れ
る 

薬　

利　
　
　
　

大
嶹　

克
明

生
欠
伸
移
し
合
っ
て
る
無
人
駅 

谷　

田　
　
　
　

岡
崎　

甫
子

那珂川町
図書館

『
オ
ル
ゴ
ォ
ル
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
朱
川
湊
人
／
著
（
講
談
社
）

　

東
京
に
住
む
小
学
生
の
ハ
ヤ
ト
は
、
同
じ
団
地
に
住
む
お
じ
い
さ
ん
の
「
一生
に
一度

の
お
願
い
」
を
引
き
受
け
て
、
旅
に
出
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

福
知
山
線
の
事
故
現
場
、
父
さ
ん
の
再
婚
と
新
し
い
命
、
そ
し
て
広
島
の
原
爆

ド
ー
ム
。
ハ
ヤ
ト
は
見
る
も
の
す
べ
て
に
価
値
観
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
な
が
ら
、
お
じ
い
さ

ん
の
想
い
出
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
を
届
け
る
た
め
、
鹿
児
島
を
目
指
し
ま
す
。

　

少
年
の
心
の
変
化
や
成
長
を
丁
寧
に
描
き
、
命
の
大
切
さ
を
伝
え
る
物
語
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

一路
晃
司
／
著
（
角
川
書
店
）

　

義
務
教
育
を
終
え
た
お
初
は
、
貧
し
い
家
計
を
助
け
る
た
め
、
村
か
ら
離
れ
た
製

糸
工
場
に
奉
公
に
出
ま
し
た
。

　

繭
煮
で
む
せ
返
る
製
糸
工
場
の
中
で
、
故
郷
に
残
し
た
家
族
の
た
め
、
健
気
に
耐

え
な
が
ら
奮
闘
す
る
お
初
た
ち
を
襲
う
、
恐
怖
と
悲
劇
と
は
。

　
「
ペ
ー
ジ
を
捲
る
手
が
止
ま
ら
な
い
」
と
選
考
委
員
を
唸
ら
せ
た
、
日
本
ホ
ラ
ー
大

賞
受
賞
作
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
ホ
ラ
ー
と
も
言
う
べ
き
新
し
い
恐
怖
が
こ
こ
に
誕
生
。

『
ボ
ク
た
ち
に
殺
さ
れ
る
い
の
ち
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

小
林
照
幸
／
著
（
河
出
書
房
新
社
）

　

日
本
で
は
家
族
の
一員
と
し
て
可
愛
が
ら
れ
る
ペ
ッ
ト
が
い
る
一方
、
飼
い
主
の
都
合

で
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
ペ
ッ
ト
が
数
多
く
い
ま
す
。
年
間
２
８
万
匹
の
犬
猫
が
人
間
の

都
合
で
殺
さ
れ
て
い
る
現
実
。

　

ペ
ッ
ト
を
飼
う
こ
と
に
は
ど
ん
な
責
任
が
と
も
な
う
の
か
？
日
本
だ
け
で
な
く
、

海
外
で
も
動
物
と
人
と
の
関
わ
り
合
い
を
見
つ
め
て
き
た
著
者
が
、
ペ
ッ
ト
に
つ
い
て
、

そ
の
過
酷
な
現
状
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

◇『
ぎ
っ
ち
ょ
ん
ち
ょ
ん
』　

群
よ
う
こ
／
著
（
新
潮
社
）

◇『
マ
ボ
ロ
シ
の
鳥
』　

太
田　

光
／
著
（
新
潮
社
）

◇『
親
鸞
と
道
元
』　

五
木
寛
之
／
著
（
祥
伝
社
）

◇『
木
暮
荘
物
語
』　

三
浦
し
を
ん
／
著
（
祥
伝
社
）

◇『
て
っ
ぱ
ん
』　

寺
田
敏
雄
／
著
（
日
本
放
送
出
版
協
会
）

◇『
若
様
組
ま
い
る
』　

畠
中　

恵
／
著
（
講
談
社
）

◇『
13
歳
の
シ
ー
ズ
ン
』　

あ
さ
の
あ
つ
こ
／
著
（
光
文
社
）

◇『
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
面
白
い
環
境
の
雑
学
』　

佐
々
木
進
市
／
著
（
ぎ
ょ
う
せ
い
）

◇『
お
米
の
達
人
が
教
え
る
ご
は
ん
基
本
帳
』　

西
島
豊
造
／
著
（
家
の
光
協
会
）

◇『
ま
る
ご
と
ク
リ
ス
マ
ス
ス
ペ
シ
ャ
ル
』　

コ
ダ
シ
マ
ア
コ
／
著
（
か
も
が
わ
出
版
）

◇『
美
し
い
お
せ
ち
と
お
も
て
な
し
正
月
料
理
』　

主
婦
の
友
社
／
編
（
主
婦
の
友
社
）

『
お
初
の
繭
』

さ　

ん　

ま

し　

ぐ

明日を担う子どもたちが　夢と希望を持ち
　　　　　　　　　　　　　心豊かでたくましく成長することは　県民すべての願いです
わたしたちは　子育てに積極的にかかわり
　　　　　　　　　　　　　子どもたちをみんなで育てていく決意を込め　ここに憲章を制定します
わたしたちは　１　子どもたち一人ひとりを尊重し　命を大切にします
　　　　　　　１　子どもたちとのかかわりを深め　思いやりの心をはぐくみます
　　　　　　　１　子どもたちとともに　学び　喜び　励ましあい　社会の一員としての自覚を育てます
　　　　　　　１　一人ひとりが子どもたちの手本となるよう行動します
　　　　　　　１　とちぎの豊かな自然　伝統　文化を守り　子どもたちに引き継ぎます

とちぎの子ども育成憲章の制定について


